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令 和 ６ 年 ９ 月 ２ ７ 日 
 

東京都千代田区四番町５番地３ 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

Tel：03-5214-8404（広報課） 

URL https://www.jst.go.jp 

 

戦略的創造研究推進事業における 
令和６年度新規研究総括および研究領域の決定について 

 
ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、戦略的創造研究推進事業 総括実施型研究（ＥＲＡＴ

Ｏ）において、令和６年度の新規研究総括および研究領域を下記の通り決定しました（別

紙）。 

本事業は、国が定めた方針の下で戦略的な基礎研究を推進し、社会的・経済的価値をも

たらす科学技術・イノベーションを生み出す、新たな科学知識に基づく革新的技術のシー

ズを創出することを目的としています。国（文部科学省）が戦略目標を設定し、その下に

ＪＳＴが推進すべき研究領域と、研究領域の責任者（研究総括）を定めます。 

ＥＲＡＴＯでは、有識者から構成される選考パネルを設置し、研究総括および研究領域

を選考します。選定された研究総括が、独創的な構想に基づく研究領域（研究プロジェク

ト）を自らデザインし、３～４程度の異なる分野・機能からなる研究グループをさまざま

な専門性やバックグラウンドを持つ研究者から構成し研究プロジェクトを指揮すること

で、新たな分野の開拓に取り組む点がＥＲＡＴＯの特徴です（研究期間：５年程度、研究

費総額：上限１２億円（直接経費））。 

選考では、推薦公募およびＪＳＴの独自調査により作成した候補者母集団（９，０７１

名）について、パネルオフィサーらの協力により絞り込みを行い、選出された３１名に研

究構想提案を依頼しました。提出された２２件の研究構想提案について書類選考および面

接選考を実施し、下記３件の研究総括および研究領域を決定しました。 

 

研究総括：酒井 崇匡（サカイ タカマサ） 

東京大学 大学院工学系研究科 教授 

研究領域：複素ゲル 

 

研究総括：竹内 繁樹（タケウチ シゲキ） 

京都大学 大学院工学研究科 教授 

研究領域：超量子もつれ 

 

研究総括：豊田 正嗣（トヨタ マサツグ） 

埼玉大学 大学院理工学研究科 教授 

研究領域：植物感覚 
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＜添付資料＞ 

別紙：研究総括および研究領域 

参考：選考について 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 研究プロジェクト推進部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

今林 文枝（イマバヤシ フミエ）、永井 諭子（ナガイ サトコ） 

Tel：03-3512-3528 

E-mail：eratowww[at]jst.go.jp 

 

＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 

例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあま

たの困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。ＪＳＴは、これらの困難に

「科学技術」で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研究戦

略の立案、研究の基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学ファンド

の運用など。ＪＳＴは荒波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学技術を支え

ながら、安全で豊かな暮らしを未来へとつなぎます。 

ＪＳＴは、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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（五十音順、敬称略） 

 
研究総括および研究領域 

 

 

１．研究総括 

酒井 崇匡（サカイ タカマサ） ４４歳            

（東京大学 大学院工学系研究科 教授）            

 

＜略歴＞ 

２００２年 東京大学 工学部 卒業 

２００７年 東京大学 大学院工学研究科 博士課程修了、博士（工学） 

２００７年 東京大学 ナノバイオ・インテグレーション研究拠点 特任助教 

２０１１年 東京大学 大学院工学系研究科 助教 

２０１５年 東京大学 大学院工学系研究科 准教授 

２０２０年 東京大学 大学院工学系研究科 教授 

 

この間 

２０１４年～２０１８年 ＪＳＴ さきがけ研究者 

２０１９年～現在    ＪＳＴ ＣＲＥＳＴ 研究代表者 

２０１９年～現在    ジェリクル株式会社 取締役・最高科学責任者 

 

＜受賞＞ 

２０１６年 科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞（文部科学省） 

２０１７年 ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞（日本ゴム協会） 

２０１８年 日本レオロジー学会奨励賞（日本レオロジー学会） 

２０２０年 高分子学会学術賞（高分子学会） 

２０２２年 高分子学会旭化成賞（高分子学会） 

２０２３年 大学発ベンチャー表彰特別賞 

ほか多数 

 

 

  

別紙 
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２．研究領域名 

複素ゲル 

 

３．研究領域「複素ゲル」の概要 

高分子ゲルは、高分子網目が溶媒を含んだ物質の総称であり、さまざまな食品に含まれ

るほか、ソフトコンタクトレンズやオムツに活用されるなど多岐にわたって身近に存在し

ています。私たち人間も物質としては７０パーセント程度の水分を含む高分子ゲルに属し、

代謝や排せつ開放系としての性質（物質の吸収・放出）なしには起こり得ません。また、

高分子ゲルは、ドロドロとした柔らかいものから、じん帯のような硬いものまで、多様な

粘弾性をもつ物質群です。同時に、その物理特性が高分子網目の形により決定されるとい

うユニークな性質を有する点から、例えば生体内のシグナルネットワークに代表されるよ

うな、複雑系ネットワークシステムと本質的な類似性があるとされています。 

高分子ゲルはその複雑で不均一な網目構造により、構造および物性の自在な制御は困難

とされてきました。研究総括らが開発したテトラゲルは、ミクロな網目構造を精密制御す

ることによりマクロ物性を精密かつ連続的に制御可能な、極めて均一な構造を有する高分

子ゲル群であり、ゲルの理論体系の高度化に成功しました。一方、網目構造の観察や不均

一性が物性に及ぼす影響の解明が困難なことなどにより、一般のゲルへの適用には至って

いませんでした。 

本研究領域では、テトラゲルで得られた学理を基に、網目と溶媒の共存を考慮した新し

い理論体系の構築や網目構造の精密な観察などを行うことにより、一般の高分子ゲルの包

括的理解（ゲル科学の探求）に挑戦します。また、ゲルが細胞挙動や生命活動に及ぼす影

響の系統的な調査と学理構築に取り組むことにより、生体とゲルの相互作用の制御が可能

な生体組織再生の足場材料の開発（ゲル・生体相互作用の解明）を目指します。具体的に

は、骨髄やがんの微小環境を、高分子ゲルを用いて体外で再現することにより、細胞の分

化やがん転移などのメカニズムの解明、人工骨髄や新たな治療法の開発に貢献します。 

さらに、ゲル科学の探求とゲル・生体相互作用の解明から得られるような実体を伴う高

分子ゲル（具象ゲル）の理解を基に、普遍的な要素を取り出して抽象化したゲル（抽象ゲ

ル）という概念を提唱することにより、ゲルの科学をこれまでにはつながりのなかった新

しい分野へ展開します。例えば、粘弾性が自在に制御できる理想的な物質としてゲルを抽

象化することで、物質の摩擦の基礎研究などに取り組む一方、ゲルをガラスや砂山などの

ネットワーク性物質の一部として抽象化することで、それらを支配する普遍法則の導出に

も挑戦します。これらの試みを皮切りに、具象ゲルおよび抽象ゲルを含む新しいゲルとし

て「複素ゲル」という新たな領域の構築を目指します。 
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４．研究総括および研究領域の選定理由 

本研究領域は、研究総括らが先導した極めて均一な構造を有するゲル群「テトラゲル」

の開発、およびその過程で創出した学理に基づき、一般の高分子ゲルの包括的な理解を目

指す挑戦的な構想であり、従来見過ごされてきたゲルの性質が明らかになると期待されま

す。ゲルの構造・物性の新たな理論体系の構築、生体とゲルの相互作用の制御に基づく革

新的バイオマテリアルの開発にとどまらず、粘弾性体を模擬した地震現象のラボ実験、複

雑系ネットワークと外部環境との相互作用の理解へ発展させる点は学際的かつ独創的で

あると認められました。 

本研究領域は、自然を循環する物質である水を主成分とするハイドロゲルを主要研究対

象の１つとして、高機能マテリアルの創出および学理構築に取り組むものであり、これが

実現されれば人類のＷｅｌｌ－ｂｅｉｎｇへの寄与も期待されることから、戦略目標「選

択の物質科学～持続可能な発展型社会に貢献する新学理の構築～」の達成に資すると考

えられます。 

 酒井 崇匡 氏は、これまでに実験および理論の両面からゲル科学を体系化した内容を

学術論文にとどまらず教科書として国内外に発信するなど、分野の発展にも貢献してき

ました。また、若手研究者をけん引し、研究プロジェクトを運営した実績も有することか

ら、新たな研究領域における人材の育成並びに輩出が期待できます。加えて、自らスター

トアップ企業を立ち上げ、最高科学責任者として社会実装に取り組んでいることも加味

すると、高いリーダーシップを有していると考えられます。 

 これらを踏まえ、同氏は研究総括としてふさわしいと認められます。 
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研究総括および研究領域 
 

１．研究総括 

竹内 繁樹（タケウチ シゲキ） ５６歳 

（京都大学 大学院工学研究科 教授） 

 

＜略歴＞ 

１９９１年 京都大学 理学部 卒業 

１９９３年 京都大学 大学院理学研究科 修士（理学） 

１９９３年 三菱電機株式会社 中央研究所 

１９９９年 北海道大学 電子科学研究所 講師 

２０００年 京都大学 博士（理学） 

２０００年 北海道大学 電子科学研究所 准教授 

２００７年 北海道大学 電子科学研究所 教授 

２０１４年 京都大学 大学院工学研究科 教授 

２０１９年 京都大学 光量子センシング研究拠点 拠点長 

２０２３年 京都大学 光量子センシング社会実装コンソーシアム 代表者 

 

この間 

１９９５年～２００１年 ＪＳＴ さきがけ研究者 

２００１年～２００５年 ＪＳＴ さきがけ研究者 

２００９年～２０１５年 ＪＳＴ ＣＲＥＳＴ 研究代表者 

２０１６年～２０２３年 ＪＳＴ ＣＲＥＳＴ 研究代表者 

 

＜受賞＞ 

２００５年 科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞（文部科学省） 

２００６年 応用物理学会 光学論文賞（応用物理学会） 

２０１０年 日本学術振興会賞（日本学術振興会） 

２０１０年 大和エイドリアン賞（大和日英基金） 

２０１３年 北海道大学研究総長賞（北海道大学） 

２０１５年 大阪科学賞（大阪府・大阪市・大阪科学技術センター） 

２０１６年 光・量子エレクトロニクス業績賞（宅間宏賞）（応用物理学会） 

２０２４年 光産業技術振興協会 櫻井健二郎氏記念賞（光産業技術振興協会）  

ほか多数 

 

  



 

7 

２．研究領域名 

超量子もつれ 

 

３．研究領域「超量子もつれ」の概要 

近年、量子の本質的な性質である、量子重ね合わせや量子もつれを用いる量子技術の研

究開発が急速に進展しています。特に量子コンピューターは、従来のコンピューターには

時間がかかりすぎて解けない問題を解けるとして期待されていますが、そのために必要

と考えられている１，０００万量子ビット級の大規模化のためにはさまざまな課題があ

ります。特に、量子状態を指定するパラメーターの数が、量子ビット数に対して指数関数

的に増大することで、量子状態における量子もつれの状況もより複雑になりますが、その

効率的な識別方法や、大量の情報を効率良く書き込んだり読み出したりする方法につい

ては十分に理解されていません。 

本研究領域では、情報科学、数学、物理学の理論研究と量子光学の実験研究の融合を図

り、従来の「量子もつれ」の概念を超えた、多数の量子による複雑な量子状態である「超

量子もつれ」の基礎原理の理解と活用の研究を行います。これにより、複雑な量子状態の

識別と、効率的な情報の入力・出力を可能にする新たな手法の開発に挑戦します。具体的

には、さまざまな量子の中でも室温で状態制御が可能かつ長距離伝送も可能な光子を用

いて、実証的な研究を実施します。さらに、従来は実現されていなかった波長域での量子

もつれ光の実現と応用の研究も実施します。 

本研究領域により、大規模な量子状態の理解と活用が可能となり、現在の量子コン

ピューターの考え方を超えた新たな量子情報処理の創出や、あるいは量子コンピュー

ターの実装方法の効率化が期待されます。さらに、未踏の波長域を用いた新たな光量子セ

ンシングの創出も目指します。これら光量子技術の発展の加速により、材料科学から医療

まで幅広い分野に対する学術的・社会的に大きなインパクトをもたらすことが期待でき

ます。 
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４．研究総括および研究領域の選定理由 

本研究領域は、量子ビット数や量子もつれの大規模化が進みつつある現状を踏まえ、従

来の「量子もつれ」の概念を超えた、多数の量子による複雑な量子状態である「超量子も

つれ」の基礎原理の理解と活用の研究を推進する独創的かつ挑戦的なものです。数学（量

子統計学）、情報科学（ＡＩ）、物理学（量子光学）の各理論グループと実験グループの緊

密な連携体制の下、量子状態に大量の情報を効率的に入力・出力できる手法の開発を進め

ることによる全く新たな情報処理手法の実現など、学術的・社会的に大きなインパクトを

与えることが期待できます。 

本研究領域は、量子もつれの物理を体系的に理解した上で、その概念を超えた研究の新

たな方向性を見据え、新しい量子技術開発に向けた可能性を追求するものであり、戦略目

標「量子フロンティア開拓のための共創型研究」の達成に資するものとして期待されます。 

竹内 繁樹 氏はこれまでに、光子の量子もつれ状態の生成・検出など、量子情報処理の

基礎研究における成果に加えて、量子もつれ顕微鏡の実現など、光量子センシングの研究

においても多くの先駆的な業績を上げています。国内外の研究者との交流・連携も活発で、

若手研究者育成の実績も多く、大型研究プロジェクトを率いた実績も有しています。 

これらを踏まえ、同氏は研究総括としてふさわしいと認められます。 
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研究総括および研究領域 
 

１．研究総括 

豊田 正嗣（トヨタ マサツグ） ４５歳 

（埼玉大学 大学院理工学研究科 教授） 

 

＜略歴＞ 

２００２年 名古屋大学 理学部 卒業 

２００４年 名古屋大学 大学院理学研究科 博士前期課程修了 

２００８年 名古屋大学 大学院医学系研究科 博士課程修了、博士（医学） 

２００８年 奈良先端科学技術大学院大学 バイオサイエンス研究科 研究員 

２０１１年 ウィスコンシン大学マディソン校 植物学科 研究員 

２０１６年 ウィスコンシン大学マディソン校 植物学科 名誉フェロー 

２０１６年 名古屋大学 高等研究院 Ｓ－ＹＬＣ特任助教 

２０１６年 埼玉大学 大学院理工学研究科 准教授 

２０２２年 埼玉大学 大学院理工学研究科 教授 

 

この間 

２００５年～２００８年 日本学術振興会特別研究員（ＤＣ１） 

２００８年～２０１１年 日本学術振興会特別研究員（ＰＤ） 

２０１１年～２０１２年 東洋紡バイオテクノロジー研究財団長期海外助成研究者 

２０１２年～２０１３年 日本学術振興会海外特別研究員 

２０１３年～２０１７年 ＪＳＴ さきがけ研究者 

２０２１年～現在    公益財団法人サントリー生命科学財団 

サントリーＳｕｎＲｉＳＥフェロー 

 

＜受賞＞ 

２０１５年 第５３回年会 日本生物物理学会若手奨励賞（日本生物物理学会） 

２０１７年 科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞（文部科学省） 

２０１９年 ＮＩＫＯＮ ＪＯＩＣＯ ＡＷＡＲＤ ２０１９  

最優秀賞「ＪＯＩＣＯ賞」（株式会社ニコンソリューションズ） 

２０２４年 第６５回 日本植物生理学会奨励賞（日本植物生理学会） 

ほか多数 
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２．研究領域名 

植物感覚 

 

３．研究領域「植物感覚」の概要 

植物は土壌に根差しその場から自由に動くことがないなかで、日照や気温、乾燥などの

天候や他の生物からの影響など、刻一刻と変化する環境に適応しながら生存しています。

近年の研究により、植物が雨風や他の生物からの接触、食害などの物理的な刺激（機械刺

激）を感知し、瞬時にその情報を個体全体に伝えることで、成長制御や防御応答などそれ

ぞれの刺激に適した応答をとることや、傷つけられた細胞や組織から放出される化学物

質（匂い）を介して互いに情報をやり取りしていることが明らかになってきました。この

ように、植物が外部の環境から与えられる刺激を局所的に感知し、その情報を個体内・個

体間で伝達して最適な反応をとることでさまざまな環境に適応していることが認知され

るようになってきましたが、植物の刺激感知や情報伝達の詳細な機構の科学的な解明に

は至っていません。その一因として、従来の可視化技術では、刺激を受けた植物の個体レ

ベルでの情報伝達の様子を瞬時に観察できず、刺激を感知し細胞内の情報伝達物質に変

換する一連の分子機構の解明が困難であったことが挙げられます。 

本研究領域では、植物の情報伝達を可視化できる独自の観測技術を用いて、植物におけ

る機械刺激と匂い刺激の感知・伝達機構を分子から個体、集団に至る幅広いレベルで時空

間的に解明することに挑みます。具体的には、研究総括らがこれまで開発してきた可視化

技術と分子遺伝学的な手法を組み合わせることで、刺激に対する植物の応答を観測し、そ

れぞれの刺激を感知する受容体を探ります。また、電気生理学および生物物理学的な手法

を通じて、感知した刺激を情報伝達物質に変換する分子機構を明らかにするとともに、実

験室内で自然環境を再現した生態系にまで観測対象を広げることで、自然界の刺激に対

する植物の感知・応答の仕組みの解明に迫ります。 

本研究領域を通して、師管や気孔のような植物固有の組織や構造と、進化的にさまざま

な生物種に保存された刺激感知・情報伝達の仕組みに基づいて、植物が触覚や嗅覚のよう

な機能を有していることを明らかにします。植物がこれらの生命機能により、外部からの

機械刺激や匂い刺激に瞬時に応答し、さまざまな環境に適応していることが明らかにな

れば、植物科学に限らず基礎生物学や農学、生態学など幅広い学問分野に大きなインパク

トを与えることが期待できます。また、植物の感覚応答機構に働きかける制御技術の創出

を通して、将来的には食料生産などにおいて、殺虫剤や殺菌剤などの化学合成農薬に依存

しない新たな病害虫防除法の開発につながることも期待されます。 
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４．研究総括および研究領域の選定理由 

本研究領域は、広視野イメージング法などの独自の観測技術を基に、植物の個体内およ

び個体間の情報伝達を可視化することで、植物が有するさまざまな感知機構を普遍的な

「感覚」と捉え、その機構解明を目指す独創的かつ挑戦的なものです。植物が接触刺激や

化学物質を感知する機構を分子から個体・集団レベルまでマルチスケールで解明するこ

とができれば、植物科学に限らず農学や生態学など他の研究分野の発展に寄与するだけ

でなく、植物の病害虫に対する抵抗性を制御する新たなツールの開発など農林業への応

用にもつながることが期待されます。 

本研究領域は、植物の情報伝達を広視野かつ高感度で可視化することにより、植物が有

する応答能力としての触覚・嗅覚のような未知の感知機構の解明を目指す構想であり、戦

略目標「｢生命力｣を測る～未知の生体応答能力の発見・探査～」の達成に資するものと期

待されます。 

豊田 正嗣 氏は、独自のイメージング技術を駆使することでオジギソウなどの運動能

を有する植物に潜在するユニークな生理応答の過程を解明し、当該分野を先導してきま

した。また、国内外の若手研究者を集結させた研究体制を構築し、研究成果の発信を含め

た次世代人材の啓発および育成にも力を入れていることから、高い指導力・けん引力も期

待されます。 

これらを踏まえ、同氏は研究総括としてふさわしいと認められます。 
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選考について 

 

１．選考スケジュール 

今年度の選考は下記のような流れで行いました。 

構想提案者候補 

一覧とりまとめ 

（調査段階） 

～令和 5 年 

12 月 

推薦公募や受賞・主要ファンド獲得状況、   

JST 独自の調査などによる候補者母集団（総数

9,071 名）から、JST が選考・推進パネルオフィ

サー（PO）の助言の下、構想提案の候補者一覧を

構築 

▼ （以下は選考パネル毎に実施） 

第 1 回選考会 

構想提案者の選定 

令和 6 年 

1～2 月 

PO およびパネルメンバー（PM）による審議で構想

提案者候補から構想提案者を選定 

▼   

構想提案期間 
3 月 1 日～ 

5 月 8 日正午 

構想提案者（計 31 名）に対して提案を依頼し、22

名から構想提案を受領 

▼   

構想提案の事前査読 
5 月中旬～ 

6 月中旬 

PO と PM に加えて、国内および国際ピアレビュー

アが構想提案の事前査読を実施 

▼   

第 2 回選考会 

書類選考 

6 月下旬～ 

7 月上旬 

事前査読の結果を踏まえ、PO と PM による審議を

経て面接選考の対象者（計 11 名）を選定 

▼   

第 3 回選考会 

面接選考 

7 月下旬～ 

8 月上旬 

構想提案者の面接およびPOと PMによる総合的な

議論を踏まえて最終候補（計 3 名）を選定 

▼ （全パネル共通） 

総合審議 
8 月中旬～ 

8 月下旬 

各選考パネルの選考結果に基づき、PO による横断

的な議論を踏まえて研究総括候補（計 3 名）を選

定 

▼   

研究領域の決定 9 月中旬 
JST 理事会議の審議を経て、新規研究総括および

研究領域を決定 

 

 

参考 
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２．評価者一覧 

（敬称略、五十音順、所属・役職は選考終了時点のもの） 

 

領域名「複素ゲル」 

パネルオフィサー（PO） ◎：主査、○：副主査 

高原 淳 ◎ 
九州大学 ネガティブエミッションテクノロジ

ー研究センター 
特任教授 

森 初果 〇 東京大学 物性研究所 教授 

 

パネルメンバー（PM） 

秋吉 一成 京都大学 大学院医学研究科 
名誉教授 

研究員 

金井 求 東京大学 大学院薬学系研究科 教授 

北川 進 京都大学 高等研究院 
理事・副学長 

特別教授 

鈴木 義茂 大阪大学 大学院基礎工学研究科 教授 

長谷川 修司 東京大学 大学院理学系研究科 教授 

 

ピアレビューア 

東 正樹 東京工業大学 科学技術創成研究院 教授 

跡部 真人 横浜国立大学 大学院工学研究院 教授 

岩澤 伸治 東京工業大学 教育本部 
名誉教授 

特任教授 

上床 美也 東京都市大学 理工学部 客員教授 

後藤 敬 東京工業大学 理学院 教授 

齊藤 英治 東京大学 大学院工学系研究科 教授 

佐田 和己 北海道大学 理学研究院 教授 

忍久保 洋 名古屋大学 大学院工学研究科 教授 

白井 理 京都大学 大学院農学研究科 教授 

白石 誠司 京都大学 大学院工学研究科 教授 

大門 寛 分子科学研究所 極端紫外光研究施設 特別協力研究員 

田島 節子 大阪大学 名誉教授 

玉置 信之 北海道大学 電子科学研究所 教授 
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寺田 眞浩 東北大学 大学院理学研究科 教授 

野村 暢彦 
筑波大学 生命環境系 

微生物サステイナビリティ研究センター 

教授 

センター長 

古川 英光 山形大学 大学院理工学研究科 教授 

末永 智一 
東北大学 産学連携機構 イノベーション戦略

推進センター 

顧問 

名誉教授 

丸山 厚 東京工業大学 生命理工学院 教授 

 

国際ピアレビューア 

Armido Studer University of Münster Professor 

Aurelien 

Manchon 
Aix-Marseille University Professor 

Bert Meijer Technische Universiteit Eindhoven Professor 

Costantino 

Creton 

École Supérieure de Physique et de Chimi

e Industrielles de la Ville de Paris 
Research Director 

Han Woong Yeom 
Pohang University of Science and Technol

ogy 
Director of CALDES 

Mairbek Chshiev Université Grenoble Alpes Professor 

Michael Russell Università degli Studi di Torino - 

Philippe 

Buhlmann 
University of Minnesota Professor 

Weiwei Xie Michigan State University 
Associate 

Professor 

 

 

領域名「超量子もつれ」 

パネルオフィサー（PO） ◎：主査、○：副主査 

國吉 康夫 ◎ 東京大学 大学院情報理工学系研究科 教授 

湊 真一 ○ 京都大学 大学院情報学研究科 教授 

松尾 由賀利 法政大学 理工学部 教授 

 

 

パネルメンバー（PM） 

有村 博紀 北海道大学 大学院情報科学研究院 教授 

田中 耕一郎 京都大学 大学院理学研究科 
研究科長 

教授 
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東野 輝夫 京都橘大学 工学部 
副学長 

教授 

向川 康博 

奈良先端科学技術大学院大学 

デジタルグリーンイノベーションセンター 

情報科学領域 メディア情報学分野 

 

部門長 

教授 

本村 真人 東京工業大学 科学技術創成研究院 教授 

 

ピアレビューア 

相澤 彰子 国立情報学研究所 コンテンツ科学研究系 教授 

井元 信之 東京大学 特命教授室 特命教授 

岩長 祐伸 
物質・材料研究機構 電子・光機能材料研究

センター 
グループリーダー 

宇野 毅明 
国立情報学研究所 情報学プリンシプル研究

系 
教授 

岡田 慧 東京大学 大学院情報理工学系研究科 教授 

唐沢 かおり 東京大学 大学院人文社会系研究科 教授 

菅野 重樹 早稲田大学 理工学術院 
学術院長 

教授 

高宮 真 東京大学 生産技術研究所 教授 

中澤 仁 慶應義塾大学 環境情報学部 教授 

西尾 修一 大阪大学 先導的学際研究機構 特任教授（常勤） 

野田 進 京都大学 大学院工学研究科 教授 

萩田 紀博 大阪芸術大学 アートサイエンス学科 
学科長 

教授 

橋田 浩一 理化学研究所 革新知能統合研究センター グループディレクター 

平野 琢也 学習院大学 理学部 教授 

 

国際ピアレビューア 

Anind K. Dey 
Information School, University of 

Washington 
Dean and Professor 

Dorje C. Brody 

Academic and research departments,  

School of Mathematics and Physics,  

University of Surrey 

Professor 

Gershon Kurizki 
Department of Chemical and Biological  

Physics, Weizmann Institute of Science 
Professor 

Jiannong Cao Distributed and Mobile Computing/  Director, 
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Department of Computing, Hong Kong  

Polytechnical University 

Professor 

John Krumm 
Integrated Media Systems Center,  

University of Southern California 

Computer Science 

Researcher 

Kerstin 

Dautenhahn 

Department of Electrical and Computer  

Engineering, University of Waterloo 
Professor 

Peter Ford 

Dominey 

Centre national de la recherche  

scientifique (CNRS) 
Research Director 

Yuri S Kivshar 
Fundamental & Theoretical Physics,  

Australian National University 

Distinguished 

Professor 

 

 

領域名「植物感覚」 

パネルオフィサー（PO） ◎：主査、○：副主査 

水島 昇 ◎ 東京大学 大学院医学系研究科 教授 

杉本 亜砂子 ○ 東北大学 大学院生命科学研究科 
理事・副学長 

教授 

芦苅 基行 名古屋大学 生物機能開発利用研究センター 教授 

 

パネルメンバー（PM） 

岩田 洋佳 東京大学 大学院農学生命科学研究科 教授 

小川 美香子 北海道大学 大学院薬学研究院 教授 

木下 賢吾 東北大学 大学院情報科学研究科 教授 

古関 明彦 理化学研究所 生命医科学研究センター チームリーダー 

松田 道行 京都大学 大学院生命科学研究科 研究員 

 

ピアレビューア 

大野 博司 理化学研究所 生命医科学研究センター 
副センター長 

チームリーダー 

小澤 岳昌 東京大学 大学院理学系研究科 教授 

経塚 淳子 東北大学 大学院生命科学研究科 教授 

重吉 康史 近畿大学 医学部 教授 

中川 一路 京都大学 大学院医学研究科 教授 

中島 敬二 
奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研

究科 
教授 

中野 明彦 理化学研究所 光量子工学研究センター 特別顧問 
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浜地 格 京都大学 大学院工学研究科 教授 

東山 哲也 東京大学 大学院理学系研究科 教授 

深田 吉孝 東京大学 名誉教授 

福田 光則 東北大学 大学院生命科学研究科 教授 

緑川 克美 理化学研究所 光量子工学研究センター センター長 

渡邊 直樹 京都大学 大学院生命科学研究科 教授 

 

国際ピアレビューア 

Carl H. Johnson 
Department of Biological Sciences, 

Vanderbilt University 
Professor 

David Jackson Cold Spring Harbor Laboratory Professor 

Gregory M. Cook 
Department of Microbiology and 

Immunology, University of Otago 
Professor 

Jiayang Li 
Institute of Genetics and Developmental  

Biology, Chinese Academy of Sciences 
Professor 

Jonathon Howard 
Department of Molecular Biophysics &  

Biochemistry, Yale University 
Professor 

Karin Ljung 
Umeå Plant Science Centre, Swedish  

University of Agricultural Sciences 
Professor 

Philip 

Tinnefeld 

Department of Chemistry, Ludwig- 

Maximilians-University Munich 
Professor 

Ronald Germain 
Center for Advanced Tissue Imaging,  

National Institutes of Health 
Director 

Taekjip Ha 

Department of Biological Chemistry and  

Molecular Pharmacology,  

Harvard Medical School 

Professor 
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３．選考の観点 

 

１）研究総括 

○研究プロジェクトの指揮を委ねるにふさわしい優れた研究者であること 

・新しい科学技術の潮流を形成する分野の開拓に挑戦するマインドと実行力を兼ね備え

た人物であるか 

・ＥＲＡＴＯの機会を経ることで、世界トップクラスの研究者へとジャンプアップするポ

テンシャルを有する、または、すでに世界トップクラスの研究者でも、さらにジャンプ

アップして開拓した分野のリーダーとなる人物であるか 

・その人ならではの先見性ある哲学や技術を有しつつも、それを手がかりに、さらに新た

な分野の要素を取り込んで、世の中にインパクトのある成果をもたらし、かつそれによ

り新たな社会的・経済的価値をもたらすための実行力を期待できるか 

○指導力および洞察力を備え、若い研究者を触発し得る研究者であること 

・研究構想実現に向け、異分野の研究者を取り込み、存分に活躍してもらえるようなリー

ダーシップと幅の広さを持っているか 

・情熱をもって若手研究者を育成し、その本領を遺憾なく発揮させているか 

 

２）研究領域に係る構想 

○革新的な科学技術の芽あるいは将来の新しい流れを生み出す可能性のあるものであるこ

と 

・科学および技術に対する大きなインパクトが見込める具体的な成果の創出が可能な研

究構想であるか 

・新たな科学技術分野を開拓することや、新たな社会的・経済的価値をもたらすことが期

待できる研究構想であるか 

・上記２項を実現する画期的な研究として、既存の研究分野を超えた分野融合や革新的な

アプローチなどが図られる挑戦的な研究構想であるか（既存の研究の単なる延長や大規

模化ではない研究構想であるか；より挑戦的な研究構想をデザインし、それを実行する

ために、必要に応じた共同提案者との提案や複数分野を統合するチーム構成などによる

構想の強化もしくは拡張がなされているか） 

○戦略目標から見て適当なものであること 

・戦略目標の達成に向けて、貢献が期待されるものとなっているか 

○適切な研究実施体制、実施規模であること 

・研究総括の下に専門分野や所属の異なる優秀な研究者を内外から結集し融合させ、個々

人の才能を引き出すという、ＥＲＡＴＯの特徴を生かした研究構想であるか 

・新たな分野を開拓する研究構想を実現するため、具体的な方法論が盛り込まれているか。

また、それは適切なものであるか 

・前項のような方法論を進めるに当たって、必要に応じて共同提案者の設置も考慮しつつ、

実行力あるチーム構成がなされているか。また、それは適切なものであるか 

 

※国際共同研究を含む場合は、上記に追加して以下の観点でも審査する。 

（研究領域に係る構想） 
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○共同研究相手機関と研究能力を結集することにより、革新的な科学技術の芽の創出や国際

研究交流に資することが期待できるものであること 

（研究総括） 

○相手機関と共同して円滑に研究を推進できること 

 

以上 

 

 

 

 


